
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
申
請
が
あ
っ
た
件

三
二
六

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
件

三
二
六

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
件

三
二
七

公

告

○
都
市
計
画
事
業
の
認
可
の
告
示
が
あ
っ
た
件

三
二
七

福
島
県
監
査
委
員

○
監
査
公
表
四
件

三
二
八

告

示

福
島
県
告
示
第
四
百
八
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。
な
お
、
そ
の
申
請
書
及
び
同
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
八
条
第
三
項
の
当
該

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査

の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
、
令
和
二
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
一
月
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

山
田

耕

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成
町
二
丁
目
二
百
二
十
四
番
地
一

二

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
南
田
原
井
字
大
和
久
百
六
十
九
番
二
ほ
か

三

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
五
条
第

二
項
に
規
定
す
る
最
終
処
分
場

四

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類

焼
却
残
灰
、
ば
い
じ
ん
、
不
燃
物
残
渣

五

申
請
年
月
日

令
和
元
年
八
月
十
六
日

六

縦
覧
場
所

１

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
課

福
島
県
郡
山
市
麓
山
一
丁
目
一
番
一
号

２

小
野
町
町
民
生
活
課

福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
り
九
十
二
番
地

３

田
村
市
滝
根
行
政
局
市
民
係

福
島
県
田
村
市
滝
根
町
神
俣
字
関
場
百
十
八
番
地

４

三
春
町
住
民
課

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
一
番
地
の
二

５

い
わ
き
市
役
所
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ
ビ
ー

福
島
県
い
わ
き
市
平
字
梅
本
二
十
一
番
地

６

い
わ
き
市
川
前
支
所

福
島
県
い
わ
き
市
川
前
町
川
前
字
五
林
六
番
地

７

い
わ
き
市
小
川
支
所

福
島
県
い
わ
き
市
小
川
町
高
萩
字
下
川
原
十
五
番
地
の
六

８

い
わ
き
市
三
和
支
所

福
島
県
い
わ
き
市
三
和
町
下
市
萱
字
竹
ノ
内
百
十
四
番
地
の
一

９

田
村
広
域
行
政
組
合
環
境
課

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
大
字
熊
耳
字
下
荒
井
百
七
十
六
番
地
一

（
一
般
廃
棄
物
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
窪

地
区
に
係
る
県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
用
排
水
施
設
等
整
備
（
た
め
池
整
備
事
業
）
）
を
行
う

た
め
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
。
こ
の
決
定
に
係
る
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
（
二
十
日
間
）

同

年
七
月
十
三
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

会
津
美
里
町
役
場
及
び
会
津
坂
下
町
役
場

（
農
村
計
画
課
）
───────────────────────────────────────────────────────────
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福
島
県
告
示
第
四
百
十
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

１

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
土
地
の
区
域
の
名
称

香
塩

２

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
土
地
の
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

六
号
と
標
柱
一
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

会
津
若
松
市
大
戸
町
大
字
上
三
寄

香
塩

二
百
十
番

一
号
及
び
二
号

乙
二
千
六
百
九
十
番

三
号

乙
二
千
六
百
九
十
一
番
一

四
号
、
五
号
及
び
六
号

（
砂

防

課
）

公

告

公
告
第
百
三
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
。令

和
二
年
六
月
二
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

都
市
計
画
事
業
の

施
行
者
の
名
称

事
務
所
の
所
在
地

事

業

地

の

所

在

種
類
及
び
名
称

県
中
都
市
計
画
道

福
島
県

郡
山
市
麓
山
一
丁

収
用
の
部
分

平
成
十
七
年
福
島

路
事
業
三
・
四
・

目
一
番
一
号

県
公
告
第
四
十
五
号
の
事
業
地
の

百
十
一
号
東
部
幹

福
島
県
県
中
建
設

う
ち
字
三
角
堂
を
削
る
。

線
及
び
三
・
四
・

事
務
所

使
用
の
部
分

な
し

百
五
十
四
号
荒
井

郡
山
線

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

福
島
県
監
査
委
員

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



令和２年６月23日 火曜日 福 島 県 報 第115号328

監 査 公 表 第 １ ２ 号
令 和 ２ 年 ３ 月 27日 監 査 公 表 第 ６ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況
の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 23日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

２ 財 第 2 3 2 号
令 和 ２ 年 ４ 月 23日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ２ 年 ３ 月 13日 付 け 元 福 監 第 282号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象 機 関 相 双 農 林 事 務 所
監 査 対 象 年 度 令 和 元 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 １ 月 22日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け 今 般 の 事 案 は 、 積 算 担 当 者 が 合 冊 工 事

る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を 及 の 積 算 方 法 を 正 し く 認 識 し て い な か っ た
ぼ し て い る も の が あ る 。 こ と 、 ま た 、 審 査 者 に お い て も 誤 っ た 積
「 事 実 」 算 内 容 を 指 摘 で き な か っ た こ と が 諸 経 費
複 数 の 地 区 を 一 括 し て 発 注 す る 合 冊 工 率 の 計 算 を 誤 っ た 原 因 で す 。

事 の 入 札 に お い て 、 契 約 締 結 後 、 積 算 方 今 般 の 事 案 を 受 け 、 設 計 書 の 作 成 に 当
法 に 誤 り が あ る こ と が 判 明 し 、 正 し く 積 た っ て は 、 積 算 方 法 の 情 報 共 有 や チ ェ ッ
算 し 入 札 が 行 わ れ た 場 合 、 落 札 者 が 入 れ ク 体 制 等 を 強 化 す る と と も に 、 間 違 え や
替 わ る 可 能 性 が 生 じ た た め 、 令 和 元 年 ９ す い 項 目 や 工 事 費 積 算 に 大 き く 影 響 す る
月 30日 に 契 約 を 解 除 し て い る 。 項 目 を 洗 い 出 し 、 事 例 集 を 作 成 し て 、 各
工 事 の 番 号 ・ 名 称 課 員 会 議 に お い て 説 明 す る な ど 、 改 め て
19-36260 - 0 210 農 林 水 産 0 1 0 1合 冊 各 課 内 全 員 で 共 有 し 、 制 度 の 理 解 を 図 る

工 事 楢 葉 ・ 大 坂 地 区 こ と と し ま し た 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 今 後 は 、 間 違 え や す い 項 目 は 、 必 要 性
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 を 検 討 の 上 、 随 時 、 チ ェ ッ ク リ ス ト に 加

の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強 化 す る え 、 担 当 者 は も と よ り 、 副 担 当 又 は 直 近
と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う の 審 査 者 （ 主 任 主 査 等 ） で ダ ブ ル チ ェ ッ
こ と 。 ク を 行 う こ と 、 制 度 改 正 の 通 知 文 等 は 、

各 部 共 有 ハ ー ド デ ィ ス ク に 専 用 の フ ォ ル
ダ ー を 設 け 、 常 に 最 新 の 内 容 に 更 新 す る
と と も に 、 一 元 的 に 管 理 す る こ と な ど 再
発 防 止 に 向 け た 取 組 を 実 施 し て ま い り ま
す 。

２ 監 査 対 象 機 関 農 業 総 合 セ ン タ ー
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 １ 月 28日

指 摘 事 項 措 置 状 況

───────────────────────────────────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
「 指 摘 事 項 」
予 算 科 目 、 工 事 請 負 契 約 の 入 札 事 務 及 今 般 の 事 案 は 、 修 繕 料 と 工 事 請 負 費 に

び 履 行 確 認 （ 検 査 ） に お い て 、 著 し く 適 関 す る 担 当 職 員 と 管 理 職 員 の 理 解 不 足 及
正 を 欠 い て い る も の が あ る 。 び 組 織 的 な 工 事 の 執 行 管 理 体 制 が 不 十 分
「 事 実 」 で あ っ た こ と が 原 因 で す 。
１ 揚 水 機 圧 力 タ ン ク ・ ポ ン プ 修 繕 工 今 般 の 事 案 を 受 け 、 竣 工 検 査 の た め 、
事（契約額 16,200,000円 ） に お いて、 ポ ン プ の 性 能 等 に つ い て 検 査 成 績 書 等 の
次 の と お り 、 予 算 科 目 及 び 入 札 事 務 書 類 及 び 現 地 に お け る ポ ン プ の 稼 働 を 確
に 適 正 を 欠 い て い る 。 認 し ま し た 。
⑴ 工 事 内 容 が 機 器 の 製 作 及 び 据 付 ま た 、 請 負 業 者 に 過 渡 金 7 0 0 , 3 5 4円 の
工 事 と な る た め 、 工 事 請 負 費 と す 返 還 を 依 頼 し 、 納 付 を 確 認 し ま し た 。
べ き と こ ろ 、 需 用 費 （ 修 繕 料 ） で さ ら に 、 職 員 に 工 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す
支 出 し て い る 。 る 知 識 を 習 得 さ せ る た め 、 セ ン タ ー 職 員

⑵ 入 札 事 務 は 、 特 定 入 札 事 務 に 該 全 体 を 対 象 に 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。
当 す る た め 、 地 方 振 興 局 出 納 室 長 今 後 は 、 組 織 的 に 進 捗 管 理 を 行 う と と
が 行 う べ き と こ ろ 、 発 注 者 自 ら が も に 適 正 な 業 務 執 行 を 徹 底 す る た め 、 工
行 い 、 入 札 を 実 施 し て い る 。 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す る 知 識 を 習 得 さ せ る

２ 竣 工 に お け る 履 行 確 認 （ 検 査 ） に た め の 研 修 会 を 次 年 度 以 降 も 引 き 続 き 開
お い て 、 次 の と お り 、 検 査 が 不 十 分 催 し 、 今 般 の 事 案 を 研 修 の 題 材 と す る こ
で あ る こ と か ら 、 契 約 が 履 行 さ れ て と で 再 発 防 止 を 図 っ て ま い り ま す 。
い る か 適 切 に 確 認 さ れ て い な い 。
⑴ 完 成 図 書 に お い て 、 製 作 を 適 切
に 行 っ た こ と を 証 明 す る 工 事 記 録
等 の 整 備 に 不 備 が あ る 。
(ｱ) 詳 細 図 及 び 検 査 成 績 書 に 日 付
が 入 っ て い な い も の や 契 約 期 間
か ら 大 幅 に 外 れ た 日 付 の も の が
あ る 。

(ｲ) 設 計 計 算 書 、 鋼 材 証 明 書 、 施
工管理記録等を添付していない。

⑵ 製 作 し た 機 器 に つ い て 、 工 事 現
場 に 搬 入 す る 前 に 数 量 、 品 質 、 性
能 等 を 確 認 す る た め に 行 う べ き 段
階 確 認 を 実 施 し て い な い 。

⑶ 竣 工 検 査 に お い て 、 出 納 局 長 の
指 定 す る 検 査 員 に よ る 検 査 を 行 っ
て い な い 。

「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
適 正 な 予 算 科 目 の も と 、 関 係 規 程 に 基

づ き 、 工 事 請 負 契 約 の 入 札 事 務 及 び 履 行
確 認 （ 検 査 ） を 行 う と と も に 、 当 該 揚 水
機圧力タンク・ポンプ修繕工事について、
適 正 に 履 行 さ れ て い る か 確 認 す る こ と 。

「 指 摘 事 項 」
契 約 の 事 務 手 続 及 び 履 行 確 認 （ 検 査 ） 今 般 の 事 案 は 、 担 当 職 員 と 管 理 職 員 が

に お い て 、 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部 で あ る 光 メ デ ィ ア コ
が あ る 。 ン バ ー タ ー に つ い て 、 情 報 セ キ ュ リ テ ィ
「 事 実 」 監 査 に お い て 早 急 に 交 換 す る よ う 指 導 を
光 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ ー 修 繕 （ 契 約 額 受 け た こ と か ら 執 行 伺 で 処 理 が 可 能 な 緊

9 3 4 , 2 0 0円 ） の 発 注 に お い て 、 緊 急 性 に 急 の 場 合 と 思 い 込 む な ど 、 執 行 伺 や 修 繕
乏 し く 、 か つ 、 修 繕 の 範 囲 を 特 定 で き る における検査に関する理解が不十分であっ
に も か か わ ら ず 、 見 積 書 を 徴 取 し て 契 約 た こ と が 原 因 で す 。
を 行 わ ず に 執 行 伺 で 処 理 し て い る 。 今 般 の 事 案 を 受 け 、 購 入 品 の 数 量 が 業
ま た 、 竣 工 に お け る 履 行 確 認 （ 検 査 ） 務 仕 様 書 と 一 致 し 、 ま た 、 ラ ン プ の 点 灯

に お い て 、 写 真 や 購 入 品 の 証 明 書 等 検 査 状 況 及 び 気 象 観 測 デ ー タ の 通 信 状 況 か ら
に 必 要 な 書 類 が 整 備 さ れ て お ら ず 、 契 約 正 常 な 通 信 が 行 わ れ て お り 、 当 該 修 繕 が
が 履 行 さ れ て い る か 適 切 に 確 認 さ れ て い 履 行 さ れ て い る こ と を 確 認 し ま し た 。
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な い 。 さ ら に 、 職 員 に 工 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 る 知 識 を 習 得 さ せ る た め 、 セ ン タ ー 職 員
契 約 の 事 務 手 続 及 び 履 行 確 認 （ 検 査 ） 全 体 を 対 象 に 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。

の 実 施 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 今 後 は 、 組 織 的 に 進 捗 管 理 を 行 う と と
適 正 に 行 う と と も に 、 当 該 光 メ デ ィ ア コ も に 適 正 な 業 務 執 行 を 徹 底 す る た め 、 工
ン バ ー タ ー 修 繕 に つ い て 、 適 正 に 履 行 さ 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す る 知 識 を 習 得 さ せ る
れ て い る か 確 認 す る こ と 。 た め の 研 修 会 を 次 年 度 以 降 も 引 き 続 き 開

催 し 、 今 般 の 事 案 を 研 修 の 題 材 と す る こ
と で 再 発 防 止 を 図 っ て ま い り ま す 。

「 指 摘 事 項 」
予 算 科 目 及 び 工 事 請 負 契 約 の 履 行 確 認 今 般 の 事 案 は 、 修 繕 料 と 工 事 請 負 費 に

（ 検 査 ） に お い て 、 著 し く 適 正 を 欠 い て 関 す る 担 当 職 員 と 管 理 職 員 の 理 解 不 足 及
い る も の が あ る 。 び 組 織 的 な 工 事 の 執 行 管 理 体 制 が 不 十 分
「 事 実 」 で あ っ た こ と が 原 因 で す 。
現 地 ほ 場 電 源 設 備 配 線 修 繕 工 事 （ 契 約 今 般 の 事 案 を 受 け 、 適 正 な 履 行 確 認 を

額 6 0 8 , 0 4 0円 ） に つ い て 、 工 事 内 容 が ほ 実 施 す る た め 、 竣 工 図 書 に 不 足 し て い た
場 に 電 柱 か ら 電 源 を 引 き 込 む た め の 電 気 書 類 等 を 整 備 し 、 工 事 実 施 場 所 に お い て
工 事 で あ る た め 、 工 事 請 負 費 と す べ き と 履 行 状 況 の 確 認 を 行 い ま し た 。
ころ、需用費（修繕料）で支出している。 さ ら に 、 職 員 に 工 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す
ま た 、 竣 工 に お け る 履 行 確 認 （ 検 査 ） る 知 識 を 習 得 さ せ る た め 、 セ ン タ ー 職 員

に お い て 、 次 の と お り 、 検 査 が 不 十 分 で 全 体 を 対 象 に 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。
あ る こ と か ら 、 契 約 が 履 行 さ れ て い る か 今 後 は 、 組 織 的 に 進 捗 管 理 を 行 う と と
適 切 に 確 認 さ れ て い な い 。 も に 適 正 な 業 務 執 行 を 徹 底 す る た め 、 工
１ 竣 工 書 類 に 図 面 や 購 入 品 の 証 明 書 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す る 知 識 を 習 得 さ せ る
等 が 整 備 さ れ て い な い 。 た め の 研 修 会 を 次 年 度 以 降 も 引 き 続 き 開

２ 出 納 局 長 の 指 定 す る 検 査 員 に よ る 催 し 、 今 般 の 事 案 を 研 修 の 題 材 と す る こ
検 査 を 実 施 し て い な い 。 と で 再 発 防 止 を 図 っ て ま い り ま す 。

「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
適 正 な 予 算 科 目 の も と 、 関 係 規 程 に 基

づ き 、 工 事 請 負 契 約 の 履 行 確 認 （ 検 査 ）
を 適 正 に 行 う と と も に 、 当 該 現 地 ほ 場 電
源 設 備 配 線 修 繕 工 事 に つ い て 、 適 正 に 履
行 さ れ て い る か 確 認 す る こ と 。

「 指 摘 事 項 」
設 計 書 の 作 成 及 び 工 事 請 負 契 約 の 履 行 今 般 の 事 案 は 、 担 当 職 員 及 び 管 理 職 員

確 認 （ 検 査 ） に お い て 、 著 し く 適 正 を 欠 の 工 事 に 関 す る 知 識 不 足 及 び 工 事 修 繕 業
い て い る も の が あ る 。 務 の 組 織 的 な 管 理 が 十 分 に 行 わ れ て い な
「 事 実 」 か っ た た め 、 十 分 な 現 場 確 認 を 行 え ず 、
ほ場の暗渠排水修繕工事（契約額2,183,760 業 者 か ら の 参 考 見 積 書 等 の ほ 場 の 長 さ の

円 ） に つ い て 、 業 者 か ら 徴 取 し た 参 考 見 誤 り に 気 付 か ず 設 計 書 を 作 成 し て し ま っ
積 書 及 び 施 工 図 （ 案 ） の ほ 場 の 区 画 の 長 た こ と が 原 因 で す 。
さ の 数 値 が 誤 っ て い る こ と に 気 付 か ず に 今 般 の 事 案 を 受 け 、 実 績 設 計 に よ る 履
過 大 に 設 計 積 算 を し た ま ま 契 約 し 支 出 し 行 を 確 認 す る と と も に 、 請 負 業 者 に 過 渡
て い る 。 金 6 6 4 , 2 0 0円 の 返 還 を 依 頼 し 、 納 付 を 確
ま た 、 竣 工 に お け る 履 行 確 認 （ 検 査 ） 認 し ま し た 。

に お い て 、 次 の と お り 、 検 査 が 不 十 分 で さ ら に 、 職 員 に 工 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す
あ る こ と か ら 、 契 約 が 履 行 さ れ て い る か る 知 識 を 習 得 さ せ る た め 、 セ ン タ ー 職 員
適 切 に 確 認 さ れ て い な い 。 全 体 を 対 象 に 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。
１ 完成図書等において、次のとおり、 今 後 は 、 組 織 的 に 進 捗 管 理 を 行 う と と
工 事 を 適 切 に 行 っ た こ と を 証 明 す る も に 適 正 な 業 務 執 行 を 徹 底 す る た め 、 工
工 事 記 録 等 の 整 備 に 不 備 が あ る 。 事 ・ 修 繕 業 務 に 関 す る 知 識 を 習 得 さ せ る
⑴ 受 注 者 が 契 約 後 速 や か に 監 督 員 た め の 研 修 会 を 次 年 度 以 降 も 引 き 続 き 開
に 提 出 す べ き 施 工 計 画 書 が 提 出 さ 催 し 、 今 般 の 事 案 を 研 修 の 題 材 と す る こ
れ て い な い 。 と で 再 発 防 止 を 図 っ て ま い り ま す 。

⑵ 出 来 形 管 理 に お け る 暗 渠 管 の 施
工 延 長 が 確 認 で き る 工 事 写 真 等 が
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添 付 さ れ て い な い 。

⑶ 竣 工 図 、 工 事 材 料 の 試 験 結 果 、
監 督 員 の 段 階 確 認 記 録 及 び 社 内 検
査 記 録 が 添 付 さ れ て い な い 。

２ 竣 工 検 査 に お い て 、 出 納 局 長 の 指
定 す る 検 査 員 に よ る 検 査 を 実 施 し て
お ら ず 、 工 事 監 督 員 が 検 査 を 行 っ て
い る 。

「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 資 料

等 の 確 認 を 徹 底 し 、 適 切 に 積 算 を 行 う こ
と 。 ま た 、 工 事 請 負 契 約 の 履 行 確 認 （ 検
査 ） に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適
正 に 行 う と と も に 、 当 該 暗 渠 排 水 修 繕 工
事 に つ い て 、 適 正 に 履 行 さ れ て い る か 確
認 す る こ と 。

３ 監 査 対 象 機 関 相 双 建 設 事 務 所
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ２ 月 ７ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け 今 般 の 事 案 は 、 施 工 箇 所 が 点 在 す る 工

る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を 与 事 に 係 る 積 算 基 準 の 改 正 に つ い て 、 技 術
え た も の が あ る 。 管 理 課 主 催 の 説 明 会 の 復 命 や 通 知 文 書 の
「 事 実 」 周 知 が 徹 底 さ れ ず 、 事 務 所 内 で の 情 報 共
施 工 箇 所 が 点 在 す る 工 事 の 入 札 に お い 有 が 不 足 し て い た こ と に よ り 発 生 し た も

て 、 積 算 方 法 に 誤 り が あ る ま ま 設 計 書 を の で す 。
作 成 し 入 札 事 務 を 行 っ た た め 、 入 札 不 調 事 案 発 覚 後 、 入 札 不 調 と す べ き 工 事 に
と す べ き 工 事 が ２ 件 あ る 。 つ い て 、 契 約 し た 業 者 に 謝 罪 及 び 説 明 を
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 行 う と と も に 、 施 工 中 の 工 事 に つ い て 、
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 契 約 を 継 続 す る こ と 及 び 減 額 の 同 意 を 得

の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強 化 す る て 、 設 計 変 更 時 に 正 し い 設 計 額 に 基 づ く
と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う 変 更 契 約 を 行 い ま し た 。
こ と 。 今 般 の 事 案 を 受 け 、 積 算 基 準 の 変 更 等

の 説 明 会 へ 主 任 主 査 を 出 席 さ せ る こ と と
し 、 重 要 事 項 は 所 内 で Ｏ Ｊ Ｔ を 実 施 し 周
知 を 図 る こ と と し ま し た 。
ま た 、 積 算 担 当 者 及 び 検 算 担 当 者 の 技

術 力 向 上 の た め 、 積 算 誤 り の 多 い 項 目 を
調 査 し て 検 算 担 当 者 ミ ー テ ィ ン グ を 開 催
し 、 所 内 Ｏ Ｊ Ｔ に よ り 全 体 へ の 周 知 を 行
う と と も に 、 チ ェ ッ ク 体 制 の 強 化 を 図 る
た め 、 専 門 技 術 管 理 員 に よ る 組 織 横 断 的
な 検 算 を 実 施 す る こ と と し ま し た 。
今 後 は 、 上 記 の 取 組 を 継 続 し 、 設 計 額

に 誤 り が 生 じ な い よ う 、 関 係 規 程 に 基 づ
い た 適 正 な 設 計 書 の 作 成 に 努 め て ま い り
ま す 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ３ 号
令 和 ２ 年 ３ 月 27日 監 査 公 表 第 ６ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 か ら 次 の と



令和２年６月23日 火曜日 福 島 県 報 第115号332

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 23日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

２ 教 財 第 1 4 2 号
令 和 ２ 年 ５ 月 ８ 日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 鈴 木 淳 一 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ２ 年 ３ 月 13日 付 け 元 福 監 第 282号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

監 査 対 象 機 関 美 術 館
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ２ 月 ７ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
歳 入 の 会 計 年 度 を 誤 っ て い る も の が あ 平 成 31年 ３ 月 分 の 電 気 料 金 に つ い て 、

る 。 旧 年 度 で の 処 理 と な る 支 出 と 同 様 に 考 え
「 事 実 」 る も の と 、 担 当 者 か ら 決 裁 者 ま で 、 認 識
実 行 委 員 会 に よ る 企 画 展 の 実 施 に 係 る が 誤 っ て い た こ と が 原 因 で す 。

管 理 経 費 の う ち 、 平 成 3 1 年 ３ 月 使 用 分 令 和 ２ 年 ２ 月 28日 付 け で 財 産 管 理 課 か
（ １ 件 1 0 9 , 8 0 0円 ） に つ い て 、 調 定 額 算 ら 発 出 さ れ た 通 知 文 書 「 行 政 財 産 使 用 許
出 の 根 拠 と な る 電 気 料 金 の 請 求 書 を 受 理 可 に 係 る 管 理 経 費 （ 電 気 料 金 等 ） の 歳 入
し た 時 点 （ 平 成 31年 ４ 月 当 初 ） で 平 成 31 の 会 計 年 度 区 分 の 取 扱 い に つ い て 」 を 総
年 度 分 と し て 調 定 す べ き も の を 平 成 31年 務 課 内 で 共 有 し ま し た 。
３ 月 31日 付 け で 平 成 30年 度 分 と し て 調 定 同 文 書 に つ い て 、 行 政 財 産 関 係 フ ァ イ
し て い る 。 ル に タ グ を 付 け て 綴 る と と も に 、 事 務 担
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 当者のパソコン内にある管理経費関係フォ
歳 入 の 調 定 に 当 た っ て は 、 会 計 年 度 に ル ダ ー に 目 立 つ タ イ ト ル を 付 け 、 保 管 し

つ い て 誤 り の な い よ う 関 係 規 程 に 基 づ き ま し た 。
適 正 に 行 う こ と 。 今 後 こ の よ う な こ と が な い よ う 、 関 係

規 程 の 再 確 認 及 び 引 継 を 行 い ま す 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ４ 号
令 和 ２ 年 ３ 月 27日 監 査 公 表 第 ８ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況
の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 23日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

２ 財 第 2 7 8 号
令 和 ２ 年 ４ 月 28日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄 □印
財 政 的 援 助 等 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ２ 年 ３ 月 13日 付 け 元 福 監 第 284号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
財 政 的 援 助 等 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

監 査 対 象 法 人 公 益 財 団 法 人 福 島 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会
所 管 部 局 企 画 調 整 部
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 １ 月 24日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
消 費 税 の 申 告 ・ 届 出 の 事 務 手 続 に 適 正 今 回 の 指 摘 を 受 け 、 当 該 法 人 に 対 し 、

を 欠 い て い る も の が あ る 。 関 係 規 程 に 従 い 適 正 に 執 行 す る よ う 指 導
「 事 実 」 し て ま い り ま す 。
平成 28年度から消費税課税事業者になっ な お 、 当 該 法 人 が 令 和 元 年 12月 23日 付

て い た に も か か わ ら ず 、 消 費 税 課 税 事 業 け で 、 税 理 士 と 財 務 ・ 会 計 事 務 関 係 の 助
者 届 出 及 び 消 費 税 確 定 申 告 を 遅 延 し 、 延 言及び指導に係る業務委託契約を締結し、
滞 税 及 び 無 申 告 加 算 税 を 支 払 っ て い る 。 税 理 士 の 助 言 及 び 指 導 を 受 け な が ら 、 適
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 正 な 事 務 手 続 に 取 り 組 ん で い る こ と を 確
諸 税 金 の 届 出 及 び 申 告 に 当 た っ て は 、 認 し ま し た 。

関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 事 務 手 続 を 行 う
こ と 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ５ 号
令 和 ２ 年 ３ 月 27日 監 査 公 表 第 ６ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 か ら 次 の と
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 23日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

２ 教 財 第 2 0 9 号
令 和 ２ 年 ５ 月 29日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 鈴 木 淳 一 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ２ 年 ３ 月 13日 付 け 元 福 監 第 282号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象 機 関 福 島 南 高 等 学 校
監 査 対 象 年 度 令 和 元 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ３ 月 12日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 認 定 に 係 る 事 今 般 の 事 案 は 、 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金

務について、牽制体制が機能しておらず、 の 受 給 資 格 申 請 書 の 受 理 か ら 同 支 援 金 オ
けん
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
事 務 手 続 に 著 し く 適 正 を 欠 い た た め 、 収 ン ラ イ ン 申 請 シ ス テ ム へ の 入 力 及 び 財 務
入事務に重大な影響を与えたものがある。 課 へ の 添 付 書 類 の 送 付 ま で の 一 連 の 業 務
「 事 実 」 を 担 当 職 員 に 任 せ き り に し 、 組 織 と し て
高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 認 定 に 係 る 事 適 時 適 切 な 進 行 管 理 を 行 っ て い な か っ た

務 に つ い て 、 チ ェ ッ ク 体 制 が 機 能 し て お こ と が 原 因 で す 。
ら ず 、 令 和 元 年 ７ 月 以 後 の 受 給 資 格 の 決 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 認 定 に 係 る 事
定 に 必 要 な 書 類 が 提 出 さ れ た 生 徒 の う ち 務 の 遅 れ か ら 、 授 業 料 の 返 還 が 生 じ た 生
９ 名 に つ い て 、 本 庁 審 査 の た め の 同 支 援 徒 Ａ 及 び 生 徒 Ｂ の 保 護 者 に 対 し 、 令 和 ２
金 オ ン ラ イ ン 申 請 シ ス テ ム へ の 入 力 及 び 年 ３ 月 ３ 日 付 け で 授 業 料 返 還 の 通 知 を 行
添 付 書 類 の 送 付 を 怠 っ て し ま い 、 職 員 調 う と と も に 、 電 話 で 事 務 処 理 の 遅 延 等 に
査日現在で受給資格が決定されていない。 つ い て 謝 罪 し ま し た 。
な お 、 職 員 調 査 日 以 後 に 必 要 な 手 続 を 高等学校等就学支援金の事務について、

行 い 、 本 庁 で 受 給 資 格 の 審 査 を 行 っ た 結 次 の と お り 役 割 を 明 確 化 し 改 善 を 図 っ て
果 、 令 和 ２ 年 ２ 月 18日 付 け で 生 徒 ９ 名 全 ま い り ま す 。
員 に 同 支 援 金 の 受 給 資 格 が 認 定 さ れ た 。 ・ 主 担 当 者 が 受 給 資 格 申 請 書 の 内 容 を 確
こ れ に よ り 、 受 給 資 格 認 定 前 に 誤 っ て 授 認 し 事 務 処 理 一 覧 表 を 作 成 、 管 理 職 に
業 料 を 徴 収 し て い た 生 徒 Ａ 及 び 授 業 料 を よ る チ ェ ッ ク ・ 決 裁 後 関 係 書 類 を 財 務
徴 収 す べ き 時 期 を 改 め る 必 要 が 生 じ た 生 課 へ 提 出 す る 。
徒 Ｂ に つ い て 、 既 に 徴 収 し て い た 授 業 料 ・ 副 担 当 者 が オ ン ラ イ ン 申 請 シ ス テ ム 入
計 10 8 , 9 0 0円 の 返 還 が 生 じ て い る 。 力 す る 。
授 業 料 返 還 額 ・ 管 理 職 が 事 務 処 理 一 覧 表 と シ ス テ ム 入
生 徒 Ａ 6 9 , 3 0 0円 （ 令 和 元 年 ７ 月 ～ 令 力 内 容 を チ ェ ッ ク し 決 裁 す る 。
和 ２ 年 １ 月 ） ・ 主 担 当 者 は 毎 月 末 の 事 務 処 理 状 況 を 翌
生 徒 Ｂ 3 9 , 6 0 0円 （ 平 成 3 1年 ４ 月 ～ 令 月 初 め に 管 理 職 に 報 告 し 、 組 織 と し て
和 元 年 ７ 月 ） 情 報 を 共 有 ・ 管 理 す る こ と で 未 処 理 や

「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 遅 延 を 防 止 す る 。
高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 認 定 に 係 る 事

務 の 執 行 に 当 た っ て は 、 組 織 内 の チ ェ ッ
ク 体 制 を 強 化 す る と と も に 、 関 係 規 程 に
基 づ き 迅 速 か つ 適 正 に 行 う こ と 。

２ 監 査 対 象 機 関 安 達 東 高 等 学 校
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ３ 月 12日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
公 共 料 金 の 前 渡 資 金 を 精 算 し て い な い 今 般 の 事 案 は 、 支 出 担 当 者 が 資 金 前 渡

も の が あ る 。 後 の 引 き 落 と し 額 の 確 認 を 怠 っ た こ と に
「 事 実 」 より、残金の発生に気付かなかったこと、
平 成 29年 12月 請 求 分 の 水 道 料 金 に つ い ま た 、 口 座 の 通 帳 は 定 期 的 に 記 帳 し て い

て 、 資 金 前 渡 経 理 者 の 口 座 へ 入 金 後 、 漏 た も の の 、 資 金 前 渡 経 理 者 が 残 高 に つ い
水 に よ る 減 免 後 の 水 道 料 金 が 引 き 落 と さ て 特 段 の 注 意 を 払 っ て い な か っ た こ と が
れ 、 当 初 の 請 求 額 と の 差 額 9 , 6 4 2円 の 残 原 因 で す 。
金 が 発 生 し た が 、 精 算 を 行 わ ず 、 令 和 ２ 令 和 ２ 年 １ 月 30日 に 調 定 、 納 入 通 知 書
年 １ 月 ま で 当 該 口 座 に 預 け ら れ た ま ま と に よ り 納 入 し 、 口 座 残 高 が ０ 円 に な っ て
な っ て い る 。 い る こ と を 確 認 し ま し た 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 今 後 は 、 資 金 前 渡 に よ る 支 出 の 都 度 、
前 渡 資 金 の 精 算 に 当 た っ て は 、 関 係 規 支 出 担 当 者 が 支 出 額 と 引 き 落 と し 額 に 相

程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 違 が な い か 確 認 す る と と も に 、 支 出 担 当
者 及 び 資 金 前 渡 経 理 者 が 口 座 の 残 高 に つ
い て も 確 認 し ま す 。
ま た 、 支 出 額 と 引 き 落 と し 額 に 相 違 が

あ っ た 場 合 は 、 資 金 前 渡 経 理 者 が 速 や か
に 原 因 を 確 認 し 、 前 渡 資 金 の 精 算 を 行 い
ま す 。
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